
解離の病理
●自己・世界・時代

柴山雅俊 編
A5判 208頁　定価（本体 3,400円＋税） 
2012年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1052-4

解離の患者の多くは自らの断片化した体験に困惑し，
納得できる説明を求めている。そのため治療者が病
像を適切に把握し患者に説明することはきわめて重
要であり，それ自体が治療的である。本書では精神
病理学の第一線で活躍する著者たちが症候から自己
の構造論，時代背景など，解離の全体像を描き出す。

実践
入門 解離の心理療法
●初回面接からフォローアップまで

細澤　仁 著
四六判並製 192頁　定価（本体 2,200円＋税）  
2012年 7月刊行　ISBN 978-4-7533-1047-0

解離性障害は今日比較的よくみられる病態であり，
初診のセラピストがそうした患者にセラピーを提供
する機会も増えている。本書は，臨床経験豊かな著
者が，初回面接から終結，フォローアップまで，解
離臨床の各局面で想定される事態とその対処につい
て，症例を交えつつわかりやすく解説するものである。

実践
入門 思春期の心理療法
●こころの発達を促すために

細澤　仁 著
四六判並製 192頁　定価（本体 2,000円＋税） 
2013年 4月刊行　ISBN 978-4-7533-1058-6

思春期のこころは移ろいやすく捉え難いものであり，
そのため思春期の心理療法には子どもや大人のそれ
と異なる固有の難しさがある。そのような困難をい
かに味わい，心理療法的に扱っていくか。初心のセ
ラピストはじめ，医療・福祉・教育分野で対人援助
サービスに携わる方々に実践のヒントを提供する。

実
践 学生相談　

の臨床マネージメント
●リアルに考えベストを尽くす

細澤　仁 著
A5判並製 176頁　定価（本体 2,800円＋税） 
2015年 8月刊行　ISBN 978-4-7533-1096-8

まとめると，学生相談における心理臨床は，学生相
談における臨床的常識を参照しつつ，セラピストな
りのマネージメントや心理療法を学生に提供するこ
とです。その際に重要なのは，常識に則り臨床実践
を行うのではなく，臨床家が自分の頭で考えて，方
針を決め，臨床的介入を行うことです。

摂食障害との出会いと挑戦
●アンチマニュアル的鼎談

松木邦裕・瀧井正人・鈴木智美 著
A5判並製 248頁　定価（本体 2,700円＋税） 
2014年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-1079-1

人への信頼もしくは不信というところで，摂食障害
を病むその人に私たちが人間を問われる機会が，治
療過程においてたびたびあります。そして，陰に陽
に問いが向けられてくるそのときをどのようにやり
ぬいていくかが，治療の要であると同時に，摂食障
害の治療者として私たちが成長する機会なのです。

摂食障害からの回復支援
● 自己治癒力を妨げない「消極的」精神療法 
のすすめ

柴田明彦 著
四六判並製 184頁　定価（本体 2,000円＋税） 
2014年 6月刊行　ISBN 978-4-7533-1074-6

摂食障害の「積極的な」精神療法は，治療者，患者
双方にとって大変な労力を要する。そんなとき治療
者がパターナリズムに基づいた強制的な治療に陥る
なら，それは患者からこころの拠り所を奪うことに
なる。「こころから目を背ける」時代の風潮に抗う新
たな精神療法を提唱する。 

病的嫉妬の臨床研究
　　 
高橋俊彦 著
A5判 200頁　定価（本体 3,200円＋税） 
2006年 6月刊行　ISBN 978-4-7533-0605-3

目次　1嫉妬という現象　嫉妬の定義／正常な嫉妬
と病的な嫉妬　2文献の検討　3嫉妬妄想例の臨床的
概観　対象／臨床的特徴　4嫉妬妄想における嫉妬
の意味による類型化　5統合失調症性とパラノイア
性の嫉妬妄想における他者関係の比較　6青年期の
嫉妬妄想例　あとがきに代えて　　他

統合失調症とその周辺
●離人症・対人恐怖症の重症例を中心に

髙橋俊彦 著
A5判 208頁　定価（本体 3,200円＋税） 
2011年 2月刊行　ISBN 978-4-7533-1017-3

目次●　Ⅰ面接による患者理解　Ⅱ重症の対人恐怖
症および離人症（視線恐怖と自己視線妄想／離人症
状／ドゥ・クレランボー症候群 他）　Ⅲ統合失調症
（統合失調症像の時代による変遷／「自分が異常であ
る」と訴える統合失調症について 他）　●診断のつけ
難い統合失調症およびその周辺の重症例を検討する
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統合失調症探究
●構造の中の主体性

津田　均 著 
A5判 256頁　定価（本体 4,000円＋税）   
2011年 5月刊行　ISBN 978-4-7533-1023-4

本邦の精神病理学の第一人者による初の論文集。臨
床医として統合失調症の治療に永年携わり，そのな
かから生み出された著者の論考は，精神病理学に志
向性をもつ臨床家はもちろん，一般の精神科医にとっ
ても非常に有益である。哲学的な立場から人間精神
やその現象に関心を寄せる読者にも格好の書。

多次元精神医学
●チュービンゲン学派とその現代的意義　  
飯田　眞・テレ R.  編
飯田　眞・市川　潤 監訳
A5判 350頁　定価（本体 8,000円＋税）  
2007年 4月刊行　ISBN 978-4-7533-0701-2

本書は明治以来，日本の精神医学に影響を与えてき
たドイツ精神医学，チュービンゲン学派を代表する
精神医学者の主要論文を集めたものの邦訳である。
本書を読めば，広い視野と深い洞察にみちた多次元
精神医学の醍醐味をじっくりと味わったうえで，そ
のエッセンスを学ぶことができるであろう。

はじめ
て学ぶ臨床心理学の質的研究
●方法とプロセス

岩壁　茂 著
B5判並製 248頁　定価（本体 3,900円＋税）  
2010年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-1009-8

近年，臨床心理学において，質的研究の技法と方法
に関する関心が高まりつつある。本書の目的はグラ
ウンデッドセオリー法による質的研究の「プロセス」
を解説することである。技法や方法的手続きだけで
なく，研究プロセスを描くことによって，質的研究
に携わることがどんなことであるかの理解を深める。

セクシュアル・
マイノリティへの心理的支援
●同性愛，性同一性障害を理解する

針間克己・平田俊明 編
A5判並製 248頁　定価（本体 2,700円＋税） 
2014年 8月刊行　ISBN 978-4-7533-1077-7

本書では同性愛と性同一性障害，あるいは LGBT を
まとめて一冊の本で論じた。同性愛と性同一性障害
は，共通な部分もあるし，違う部分もある。両者を
ともに知ることがセクシュアリティに対する複眼的
視座をもたらし，その理解が広がりと深みをもつこ
とになると信じる。 

レジリエンス
●人生の危機を乗り越えるための科学と10の処方箋
サウスウィック S.M. ／チャーニー D.S. 著
西　大輔・森下博文 監訳　森下　愛 訳
A5判並製 324頁　定価（本体 3,000円＋税） 
2015年 9月刊行　ISBN 978-4-7533-1099-9

本書では，虐待を受けた人，軍人，がん患者等，大
勢のサバイバーたちのインタビューから見出された
10のレジリエンス要因を明らかにし，それを裏打ち
する疫学的，生物学的な最新の研究成果と併せて紹
介している。レジリエンスを身につけるためにはど
のような実践が有効なのかを具体的に示した１冊。

レジリエンスを育む
● ポリヴェーガル理論による発達性トラウマの治癒
ケイン K.L. ／テレール S.J. 著
花丘ちぐさ・浅井咲子 訳
四六判並製 416頁　定価（本体 3,500円＋税）
2019年 11月刊行　ISBN978-4-7533-1160-6

「ストレス性」とされてきた疾病の原因は，幼児期
の心の傷＝発達性トラウマが原因だった……。その
仕組みを明らかにし，クライアントのレジリエンス
を促進するために臨床家が行う「調整」の方法を，
神経系の最新メカニズム「ポリヴェーガル理論」を
もとに説明した，日本初の解説書！

こころの症状はどう生まれるのか
●共感と効果的な心理療法のポイント

古宮　昇 著
四六判並製 216頁　定価（本体 2,300円＋税） 
2011年 5月刊行　ISBN 978-4-7533-1021-0

心理療法家がとくに多く出会う症状のうち代表的な
症状のいくつかについて，どのようにしてそれらの
症状が生まれるのか，そのメカニズムを精神分析的
見地から解き明かし，心理療法家が来談者の苦しみ
をよりよく了解し，さらにはその苦しみをできるだ
け本人の身になって想像しやすくなることを目指す。

臨床から心を学び探究する
●齋藤久美子著作集

齋藤久美子 著
A5判上製 520頁　定価（本体 8,000円＋税）
2017年 5月刊行　ISBN 978-4-7533-1118-7

著者はこれまで多くの論文やエッセイを様々な学術
誌や書籍の分担執筆として著しているが，その見解
をまとめて上梓した本書の刊行は，日本の臨床心理
学，精神分析学，さらには発達心理学や社会心理学，
精神医学を含め，心を探究する多くの領域において
意味あることといえる。
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児童福祉施設の心理ケア
●力動精神医学からみた子どもの心

生地　新 著
四六判上製 216頁　定価（本体 2,800円＋税）
2017年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-1125-5

児童福祉の現場に近いところで仕事をしてきた児童
精神科医として，子どもたちの心の問題に取り組み
ながら著者が学んだこと，考えたこと，気づいたこ
とを，特にこれからこの分野の仕事に入ろうとする
精神科医，臨床心理士，福祉職に向けて書いた。現
場で苦闘を続けている援助者へ。

「社会による子育て」実践ハンドブック
●教育・福祉・地域で支える子どもの育ち

森　茂起 編著
A5判並製 256頁　定価（本体 2,700円＋税）
2016年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-1110-1

家庭や地域社会の子どもを育てる力が弱るなか，厳
しい環境に生きる子どもたちを，どう支えるかは深
刻な課題である。学校や児童養護施設などで生きる
子どもたちと関わる専門職は，現場は違えど共通の
課題に直面している。本書は，専門職に求められる
基本的視点を整理し実践に資する方策を示す。

子どもの精神医学入門セミナー

傳田健三・氏家　武・齋藤卓弥 編著
A5判並製 240頁　定価（本体 2,600円＋税） 
2016年 3月刊行　ISBN 978-4-7533-1105-7

近年，児童思春期患者が急増し，現場ではその対応
に苦慮している。本書は DSM-5 に則って，児童
思春期精神医学の基本と最新のトピックスについて，
その道のスペシャリストが平易に書き下ろしたもの
である。子どもの臨床を目指すもの，子どもと関わ
る必要に迫られている専門職にとって必読書。

必
携児童精神医学
●はじめて学ぶ子どものこころの診療ハンドブック
グッドマン R. ／スコット S.  著
氏家　武・原田　謙・吉田敬子 監訳
B5判並製 336頁　定価（本体 5,000円＋税）  
2010年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-1007-4

近年，わが国において高まる，発達障害をはじめと
した子どものこころの診療への期待を受け，待望の
初訳。精神科医や小児科医のみならず臨床心理士，
精神保健福祉士，教師など関連分野の専門家も対象
にした，簡潔で，明快で，今日的で，科学的に正確
かつ臨床実践への示唆に満ちた新しいスタンダード。

子どもの心の臨床
●心の問題の発生予防のために　　 
中沢たえ子 著
四六判 256頁　定価（本体 3,000円＋税）  
1992年 6月刊行　ISBN 978-4-7533-9209-4

わが国の子どもの心の臨床の草創期より，児童精神
科医として，小児科医として，一貫して臨床に携
わってきた著者による「子どもの心の問題を発生さ
せないために幼少期・学童期において何が大切なの
か，また問題の萌芽に早く気づくポイント，早期治
療と心の再編成のための方策」をまとめる。

障害児の心の臨床 
●知的・情緒的障害児とその親の心

中沢たえ子 著
四六判 296頁　定価（本体 3,000円＋税）  
2001年 8月刊行　ISBN 978-4-7533-0104-1

知的・自閉性障害をもつ子どもの理解の仕方と対応
が，乳幼児期から思春期まで丁寧に書かれている。
常に，現実には子どもと家族が存在していること，
障害をもっていても心は人格発達理論に沿って育つ
こと，早期からの家族を含めた心を支える療育的支
援を疎かにしないことが，本書の要となる視点である。

思春期の臨床
●小倉清著作集・2　  
小倉　清 著
A5判 248頁　定価（本体 4,500円＋税）  
2006年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-0610-7

治療者といわれるこの未知の人物が，本当に自分の
ことをとことんお世話する気があるのかどうか，を
患者は確かめたく思う。金づくではなく，世間体と
か名声とかとは関係なしに，こんなみじめな自分と
どこまでも勝負をしてくれるだけの責任感・使命感・
覚悟をもっているのかどうか。――著作集第二弾。

　■乳幼児・児童精神医学
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子どもをとりまく環境と臨床
●小倉清著作集・3

小倉　清 著
A5判 264頁　定価（本体 4,500円＋税）  
2008年 3月刊行　ISBN 978-4-7533-0802-6

こころの病いを示すに至ったその人が，現在どんな
状況，条件，対人的環境の中で生活しているのかを
知ることは，当然のことながら極めて大切です。こ
れには社会的・文化的・経済的・政治的・宗教的，
そして教育的な，ありとあらゆる条件が関与してく
るものと思われます。―待望の著作集第三弾。

児童精神科ケース集
●小倉清著作集・別巻 1

小倉　清 著
A5判並製 272頁　定価（本体 2,800円＋税） 
2008年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-0813-2

著者長年の臨床経験を一望にするケースを現在の視
点からのコメントを付して集成。さらに小此木啓吾
によるスーパービジョン「盗み，乱暴，虚言，おも
らし，糞漏等の問題をもつ 6歳男子のケース」や，
村瀬嘉代子・川畑友二との座談会「子どもの臨床と
人類の未来を考える」を加えた，充実の著作集別巻。

子どもの危機にどう応えるか
● 時代性と精神科臨床
小倉　清 著
四六判並製 192頁　定価（本体 2,500円＋税）
2020年 8月刊行　ISBN978-4-7533-1170-5

著者が児童精神科医として働く 60年の間，環境は大
きく変わったが，いつの時代の子どもも症状を呈し，
問題行動を起こすことで，その時代特有の課題に取
り組んできた。精神科医療の実践は時代のあり方と
密接に関連せざるをえないという認識に基づく，日々
の臨床体験から生まれた近年の論文 12編。

子どもの精神科症例集
●予防医学と母子デイケア

小倉　清 著
A5判並製 192頁　定価（本体 3000円＋税）
2020年 12月刊行　ISBN978-4-7533-1174-3

「精神科治療は幼いうちに始めなければ実際上意味
がない」という信条のもと，予防医学としての乳幼
児精神医学の視点から自らの症例を振り返る。他に
フロイトの「ハンス症例」に関する考察，コロナ下
で行われた「児童精神科鼎談」を収録。

子どもの精神療法
●臨床における自由さを求めて

川畑友二 著
A5判並製 208頁　定価（本体 2,500円＋税） 
2015年 2月刊行　ISBN 978-4-7533-1088-3

子どもの精神療法について基本的な姿勢を臨床家と
しての視点から綴ってみたいと最近つとに思うよう
になっていた。子どもの臨床において「精神療法・
心理療法」はかなり重要なものであるにもかかわら
ず，昨今の子ども関連の学会においてほとんど取り
上げられていない現状を憂えてのことであった。

児童精神科医が語る
●響きあう心を育てたい　　 
佐々木正美 著
四六判 184頁　定価（本体 2,200円＋税）  
2001年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-0106-5

ごく普通の子どもがごく普通に育つことが難しい今
日，子どもに必要なこととはなにか？　著者は家庭
や子どもの世界が多様化し，従前の子どもの遊びや
親子関係で発達した人間関係が大きく変わったこと
を指摘し，どう対処していくことが望ましいのかワ
ロン・エリクソン等の理論を用いながら解説する。

子どものこころ・
発達を支える 親子面接の 8ステップ
●安全感に根差した関係づくりのコツ

井上祐紀 著
A5判並製 192頁　定価（本体 2,500円＋税）
2019年 11月刊行　ISBN978-4-7533-1161-3

児童精神科，小児神経科，療育センター等の親子面
接の現場で，さまざまな臨床的障壁を乗り越えて治
療者と親子が可及的速やかに信頼関係を構築し，必
要な治療や支援を受けるための動機づけをサポート
するための地図として機能するよう，若手の臨床家
にも役に立つ実臨床のヒントを満載。

実
践 子どもと思春期のトラウマ治療
● レジリエンスを育てるアタッチメント・調整・能力（ARC ）の枠組み
ブラウシュタイン M.E. ／キニバーグ K.M. 著
伊東ゆたか 監訳
B5判並製 416頁　定価（本体 6,500円＋税）
2018年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1147-7

トラウマティックストレスを経験した子どもたちへ
の介入の手引きとして，著者らによって開発された
「ARC （アタッチメント，調整，能力）」の枠組み
を紹介したものである。発達能力を回復しレジリエ
ンスを促進するための臨床ツールが満載。児童福祉
にかかわる方は必携。

New !

New !
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乳幼児精神保健の基礎と実践
●アセスメントと支援のためのガイドブック

青木　豊・松本英夫 編著
B5判並製 280頁　定価（本体 3,800円＋税）
2017年 6月刊行　ISBN 978-4-7533-1120-0

人の心の発達基盤が胎生期から乳幼児期に作られる
ことが明らかになるにつれ，乳幼児精神保健の意義
が高まっている。本書は，発達障害，乳幼児虐待へ
の評価と介入，育児不安へのアプローチ，代理養育
など，多くの重要な課題を理解し，発達を支えるた
めの乳幼児ケアの手引きとなる１冊。

乳幼児虐待　
のアセスメント　と支援

青木　豊 編著
A5判並製 216頁　定価（本体 2,700円＋税） 
2015年 7月刊行　ISBN 978-4-7533-1095-1

虐待死の確率が高いこと，予防的観点から見たここ
ろの発達に与える影響の大きさ，発見への切迫感や
緊急性など，特有の問題をもつ乳幼児虐待の臨床に
取り組むにあたって，児童虐待一般のアプローチに
加えて，専門家や関係者が備えておく必要がある知
識や技能をまとめる。

心理臨床にお
ける多職種と

の連携　
と協働

●つなぎ手としての心理士をめざして
本城秀次 監修
河野荘子・永田雅子・金子一史 編著
A5判並製 184頁　定価（本体 2,800円＋税） 
2015年 3月刊行　ISBN 978-4-7533-1089-0

「心理士と他職種との結びつき」を主テーマに，心
理的問題が複雑に，そして多様化する中，臨床心理
士として，他職種の専門家たちとどのように協働し，
システムを構築しているのか，など，人のこころを
扱う心理士だからこその心理臨床活動における他職
種との協働について論じる。

産後メンタルヘルス援助の考え
方と実践

●地域で支える子育てのスタート

西園マーハ文 著
A5判並製 224頁　定価（本体 2,500円＋税）  
2011年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1035-7

本書は効果的なスクリーニングを行い母親を支援す
る方法，産褥精神病や産後うつ病等の見逃してはな
らない症状など，産後の不安定な母親に対応し，親
子を支える際に必要な考え方・視点・方法を丁寧か
つ平易に述べている。様々なフィールドで産後の親
子に関わる専門家に役立つ１冊。

現代の子どもと強迫性障害
　　 
中根　晃 監修
広沢正孝・広沢郁子 編著
A5判 248頁　定価（本体 4,000円＋税）  
2005年 2月刊行　ISBN 978-4-7533-0501-8

発達過程にある子どもの精神科臨床はとにかく難し
い。強迫という症状は，それがあまりに広汎にわた
るゆえに，臨床場面での個別対応も相対的な理論化
も困難である。本書には様々なアプローチによるナ
マの臨床が記載され，読者はそれらを俯瞰すること
で子どもの強迫の全体像を描くことができる。

「こころの構造」からみた精神病理
●広汎性発達障害と統合失調症をめぐって

広沢正孝 著
A5判 248頁　定価（本体 3,500円＋税） 
2013年 9月刊行　ISBN 978-4-7533-1066-1

高機能広汎性発達障害と破瓜型統合失調症との鑑別
は予想以上に困難である。可能な限り適切な診断と，
何よりも適切な対応を行うことが喫緊の課題といえ
よう。近代西欧社会の文化の影響を受けた精神病理
学の概念を再考し，「こころの構造」の視点から，発
達障害と統合失調症の異同や合併を論じる。

学生相談
室からみた「こころの構造」
●〈格子型／放射型人間〉と21世紀の精神病理

広沢正孝 著
A5判 184頁　定価（本体 2,800円＋税） 
2015年 7月刊行　ISBN 978-4-7533-1093-7

本書の執筆目的は，主に大学の学生相談室で出会う
現代の青年の特徴を通して，青年の精神病理や精神
障害を見直してみるという，いささか大胆な試みに
ある。人間がそもそも持っている「こころの構造や
機能」の特徴にまで立ち戻って，彼らを理解してみ
ようというものである。

特別なニーズを　
持つ子どもを理解する

●タビストック 子どもの心と発達シリーズ
バートラム P.  著
平井正三・武藤　誠 監訳
A5並製 120頁　定価（本体 1,700円＋税）  
2013年 2月刊行　ISBN 978-4-7533-1055-5

自閉症や身体的障がいや知的障がいなど，障がいを
持つ子を育てる親が出会う情緒的問題を，事例を用
いて生き生きと描き出しつつ，子どもの心を理解す
る手掛かりを提示する。困難な状況の中でうちひし
がれてしまいがちな親の自信の回復を助けるととも
に，心理的ケアに関わる専門家にも役立つであろう。
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子どもを理解する〈０～１歳〉
●タビストック 子どもの心と発達シリーズ
ボズウェル S. ／ジョーンズ S.G.  著 
平井正三・武藤　誠 監訳
A5判並 200 頁　定価（本体 2,200円＋税） 
2013年 5月刊行　ISBN 978-4-7533-1059-3

タビストック・クリニックには，心に傷を負って生
きる力を失った子どもたちや，子育てに大きな悩み
を抱えた親たちが，毎日心理治療や相談を求めてやっ
てくる。本書はこうした臨床経験をベースに，親子
が互いを深く理解しあうことが，子どもの潜在的な
力を育むために大切であることを，平易に説き明かす。

子どもを理解する〈２～３歳〉
●タビストック 子どもの心と発達シリーズ
ミラー L. ／エマニュエル L.  著 
平井正三・武藤　誠 監訳
A5判並 200 頁　定価（本体 2,200円＋税） 
2013年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1068-5

一般的にもむずかしい年齢と言われる 2～ 3歳児。
運動能力やコミュニケーション能力の向上とともに
自信が生まれる一方で，多くの挫折が経験される。
その複雑な世界を，さまざまな事例を通して生き生
きと描き，また，その子どもに関わる大人の心のあ
り方を通して子どもの心を理解する。

こどもの精神分析
●クライン派・対象関係論からのアプローチ 
木部則雄 著
A5判 256頁　定価（本体 4,000円＋税）  
2006年 8月刊行　ISBN 978-4-7533-0609-1

クライン派的な「プレイセラピー」とは，スポーツ
のルールのような枠組み（治療構造）の中で，治療
者自らの無意識の世界を，玩具という楽器を使って
奏で，俳優のように演じる舞台である─。こども
の空想，悩みや攻撃性と真摯に向き合うセラピスト
たちに一筋の光明を投げかける著者渾身の書。

こどもの精神分析Ⅱ
●クライン派による現代のこどもへのアプローチ

木部則雄 著
A5判 264頁　定価（本体 3,800円＋税） 
2012年 5月刊行　ISBN 978-4-7533-1044-9

前作から 6年，発達障害などの疾患分類が患者個人
の病態理解に優先しがちな時代の趨勢の中で，日々
の臨床を通じて，こどもと家族を取り巻く状況の変
化を肌で感じてきた著者が，自らの治療実践を語り，
ときに絵本の世界にこどものこころの情景を重ねつ
つ，こどもの心的世界を精神分析的に探索する。

こどものこころのアセスメント
●乳幼児から思春期の精神分析アプローチ
ラスティン M. ／カグリアータ E.  著
木部則雄 監訳
A5判 248頁　定価（本体 3,700円＋税）  
2007年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-0709-8

本書は，発達障害児，被虐待児，摂食障害児，乳幼
児，思春期の家族，自殺に対するアセスメントが主
なテーマとなっている。操作的な診断基準に従う診
断のみではなく，個々のこどもの心的世界や家族と
の関係などの力動学的観点等，トータルな視点をも
つことで，臨床の展望が開けるだろう。

母子臨床の精神力動
●精神分析・発達心理学から子育て支援へ
ラファエル‐レフ J.  編 
木部則雄 監訳
A5判 400 頁　定価（本体 6,600円＋税） 
2011年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1032-6

ビオンやウィニコットらによる精神分析から早期母
子関係への古典的な貢献，フライバーグのあまりに
も有名な「赤ちゃん部屋のおばけ」を初めとする乳
幼児精神医学の必読論文，そしてそれらに科学的根
拠を与える発達心理学の実証研究。母子関係を理解
し支援するための実践的知恵に満ちた珠玉の論文集。

基礎講義アタッチメント
●子どもとかかわるすべての人のために

繁多　進 著　木部則雄 企画・監修
四六判並製 264頁　定価（本体 2,500円＋税）
2019年 8月刊行　ISBN978-4-7533-1154-5

アタッチメント理論の背景からその骨格，研究の展
開，臨床的応用が講義形式で語られ，子育てについ
ての助言もまとめた 1冊。児童虐待が社会問題化し
て久しく，犠牲になる子どもが跡を絶たない今，負
の連鎖を断ち切るためにも，あらゆる人がアタッチ
メントの重要性を知る必要がある。

新版 愛着行動
●母子関係の理論・1　　
ボウルビィ J.  著
黒田実郎・大羽　蓁・岡田洋子・黒田聖一 訳
A5判 484頁　定価（本体 10,000円＋税）  
1991年 4月刊行　ISBN 978-4-7533-9102-8

「乳幼児と母親（あるいは代理者）との人間関係が，
親密で継続的で，しかも両者が満足と喜びに満たさ
れているような状態が，精神衛生の根本である」。今
では基本となった愛着理論の全容を示すボウルビィ
の『愛着と喪失』全３部作の第１巻。 母親に対する
子どもの結びつきの性質 を中心に論じる。
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新版 分離不安
●母子関係の理論・2　　　 
ボウルビィ J.  著
黒田実郎・岡田洋子・吉田恒子 訳
A5判 500頁　定価（本体 10,000円＋税） 
1991年 5月刊行　ISBN 978-4-7533-9103-5

ボウルビィによる『愛着と喪失』は，史上もっとも
体系的でユニークな母子関係理論であり，本書はそ
の第２巻にあたる。分離期間に生じる苦悩や，その
後しばしば生じる不安感を理解するために，まず恐
怖の徴候と考えられる行動の諸形態や，恐怖を引き
起こす事態の特質について検討している。

新装版 対象喪失
●母子関係の理論・3　　　 
ボウルビィ J.  著
黒田実郎・吉田恒子・横浜恵三子 訳
A5判 560頁　定価（本体 10,000円＋税） 
1991年 7月刊行　ISBN 978-4-7533-9104-2

本書は，乳幼児が母性的人物を一時的あるいは永久
に喪失した場合にひき起こす心理状態やパーソナリ
ティ障害に関して書かれたものである。具体的には，
乳幼児期に生起しやすい反応の型が記述され，パー
ソナリティの機能面において，それらの反応の型が
どの程度示されるかを追跡的に探求している。

学校現場に生かす精神分析
●学ぶことと教えることの情緒的体験
S-ウィッテンバーグ I. ／他 著　
平井正三・鈴木　誠・鵜飼奈津子 監訳
A5判並製 240頁　定価（本体 2,800円＋税）  
2008年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-0810-1

「理解できない」子どもの問題について，本書では
精神分析の観点と概念を導入して理解を試みる。問
題を「いま，ここで」の関係性から生じた現象とし
て見つめ，ごく日常的な言葉で表現された精神分析
の概念を使い理解していく。学校で子どもに関わる
全ての人に役立つ書。

学校現場に生かす精神分析【実践編】
●学ぶことの関係性
ヨーエル B.  著
平井正三 監訳　鈴木　誠 訳
A5判並製 224頁　定価（本体 2,500円＋税）  
2009年 8月刊行　ISBN 978-4-7533-0907-8

本書で展開されている精神分析の学校への応用とは，
精神分析的実践やその思考プロセスを教育の営みの
ひとつとして取り入れることである。学習理論，精
神発達や集団心性の理論，学校が直面する今日的な
問題などの考察が網羅されており，精神分析的な「教
育心理学のテキスト」としての意義をもつ。　

ワーク・ディスカッション
●心理療法の届かぬ過酷な現場で生き残る方法とその実践
ラスティン M. ／ブラッドリー J.  編
鈴木　誠・鵜飼奈津子 監訳
A5判並製 240頁　定価（本体 3,700円＋税）  
2015 年 5月刊行　ISBN 978-4-7533-1090-6

激しいこころの痛みを抱えた人々が大勢いるのが明
らかであっても標準的な心理療法の援助が及ばない
人々や世界があります。こうした現場で「専門家と
して生き残り続ける」ために臨床家の仕事に，理論
的根拠と専門的技法を与えてくれるのがワーク・ディ
スカッションの理論とその実践の蓄積なのです。

親－乳幼児心理療法
●母性のコンステレーション　　
スターン D. N.  著
馬場禮子・青木紀久代 訳
A5判 288頁　定価（本体 5,000円＋税）  
2000年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-0011-2

児童精神医学の第一人者による，親‐乳幼児の臨床
に徹した一冊。内容は心理療法から地域援助まで幅
広く，『乳児の対人世界』で解明された発達理解も多
様に盛り込まれ，前著を臨床的にいっそう深化させ
たものとなっている。精神分析や発達心理学に指向
性をもつ，特に子どもの心理臨床家には必読の一書。

乳児の対人世界 理論編
スターン D.N.  著
小此木啓吾・丸田俊彦 監訳　
神庭靖子・神庭重信 訳
A5判 280頁　定価（本体 4,500円＋税）  
1989年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-8910-0

乳幼児精神医学の第一人者の代表作を，分冊して出
版したシリーズの一冊。本書では原著の前半を訳出
し，特に「4つの自己感」理論を詳細に検討してゆく。
精神分析に指向性をもつ読者，とりわけ子どもの臨
床に携わる実務家のみならず発達心理学の立場から
精神病理にアプローチする読者も必読の古典的名著。

乳児の対人世界 臨床編
スターン D.N.  著
小此木啓吾・丸田俊彦 監訳　
神庭靖子・神庭重信 訳
A5判 160頁　定価（本体 3,500円＋税） 
1991年 7月刊行　ISBN 978-4-7533-9109-7

D. N. スターンの代表作を分冊したシリーズの一冊。
本書では原著の後半を訳出し，「理論編」で提示され
た「4つの自己感」を臨床的に展開。発達の諸段階
における問題と，さまざまな精神病理がどのように
関連するか考察してゆく。「理論編」とあわせ，ス
ターンの主張を包括的に理解するために不可欠な書。
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乳幼児発達事典
　  
黒田実郎 監修
伊藤隆二・隠岐忠彦・花田雅憲・他 編
B5判 696頁　定価（本体 20,000円＋税） 
1985年 12月刊行　ISBN 978-4-7533-8513-3

目次　Ⅰ発達の原理・学説・研究法　Ⅱ身体と運動
の発達　Ⅲパーソナリティの発達　Ⅳ知的発達　Ⅴ
行動の発達　Ⅵ発達の障害　Ⅶテスト・評価・診断・
統計　Ⅷ治療と指導　Ⅸ発達と教育　Ⅹ発達と文化 
Ⅺ諸領域との関連　Ⅻ機関・法律・人名
●胎児期から就学前期までを総合的に体系化し集成

改
訂児童精神医学
　  
牧田清志 著
B5判 444頁　定価（本体 8,000円＋税）  
1977年 5月刊行　ISBN 978-4-7533-7700-8

目次　序（L. カナー）　Ⅰ児童精神医学の歴史的展
望　世界における略史／わが国の歴史　Ⅱ児童精神
医学の基本　対象と目的／特質／他　Ⅲ臨床的配慮
物理的環境／病歴の聴取／他　Ⅳ症候論家庭におけ
る児童の精神衛生／他　Ⅴ予防的児童精神医学　Ⅵ
児童精神医学的ソシアル・ワークと看護　　他

母とともに治す登校拒否
●母子分離不安の治療研究 
黒川昭登 著
A5判 248頁　定価（本体 3,800円＋税） 
1993年 12月刊行　ISBN 978-4-7533-9318-3

目次　1登校拒否こうすれば治る　2乳幼児期（子宮
外胎児期）の重要性　3母子関係の具体的な理解　
4子どもの幼少期についての子どもと母の回顧　5母
性喪失とは何か　6分離不安と母子関係　7登校拒否
のまま成人した人の問題　8治療方法の基本原則　9
登校拒否のまま成人した人の治療　　他

閉じこもりの原因と治療
●登校拒否から出社拒否へ

黒川昭登 著
A5判 224頁　定価（本体 3,800円＋税） 
1996年 9月刊行　ISBN 978-4-7533-9614-6

目次　Ⅰ閉じこもりの原因・理論編：「閉じこもり」
救出作戦／閉じこもりの実態と原因／閉じこもりと
心身の症状／母子関係の危機／閉じこもりと人間関
係／他　Ⅱ閉じこもりの治療・実践編：心理社会療
法の視点／クライエントの苦痛・症状にどう対処す
るか／「内面の子」とその治療／他

改
訂 思春期危機と家族
●心理社会的背景・病理・治療援助

石川義博・青木四郎 著
A5判 224頁　定価（本体 2,800円＋税） 
2003年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-0308-3

本書は単なる理論や治療技法の解説書ではなく，著
者らが重症の「不登校と家庭内暴力」を伴う子ども
たちや家族とともに歩んできた「治療的実践」の記
録と考察である。著者らの治療は，自らの傷の痛み
に深刻に苦しみ，チームに助けを求める家族ととも
に「家族のあり方を」探究するのを助ける方法である。

感情障害とリズム障害
●思春期青年期ケース研究・4　  
思春期青年期ケース研究編集委員会 編
樋口輝彦・神庭重信 責任編集
A5判 168頁　定価（本体 2,800円＋税） 
1996年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-9616-0

目次　思春期の躁うつ病―発症前からの継時的検討
／非定型うつ病／小児期発症のうつ病／非定型病像
を呈した思春期躁うつ病／不登校と睡眠覚醒リズム
障害／思春期青年期の感情障害・睡眠・覚醒リズム
障害／双極性感情障害の一例／あとがきに代えて―
小児・思春期躁うつ病の薬物療法　　他

女性と思春期
●思春期青年期ケース研究・5　  
思春期青年期ケース研究編集委員会 編
中村留貴子・渋澤田鶴子・小倉　清 責任編集
A5判 152頁　定価（本体 2,800円＋税） 
2000年 1月刊行　ISBN 978-4-7533-0000-6

目次　1思春期青年期少女における逸脱行動と立ち
直りへの援助　2思春期とアイデンティティ―母親
からの分離をめぐって　3あるべき娘像に縛られて
いた一人っ子 A 子との面接　4思春期拒食症　5不
登校を呈した思春期少女の内的世界―心の物語とし
ての面接過程　まとめ　　他

　■思春期・青年期・老年期精神医学
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青年期女性の内的世界
●事例にみる分離と喪失

 著
A5判並製 264頁　定価（本体 4,500円＋税）
2019年 10月刊行　ISBN978-4-7533-1158-3

心の臨床に携わる人たちに有用な実践の書であるだ
けでなく，青年期女性の心を理解したいと願う人た
ちすべてが，青年期を行く抜くことの困難と苦悩を
知り，彼女らをどう理解し支えるかについて多くを
学ぶことができる一冊。本書を読み進める読者は，
読者自身の青年期女性を見出すであろう。

学校カウンセリング
●思春期青年期ケース研究・7　  
思春期青年期ケース研究編集委員会 編
井上洋一・清水將之 責任編集
A5判 160頁　定価（本体 2,800円＋税） 
2000年 7月刊行　ISBN 978-4-7533-0007-5

目次　1学校カウンセリングの役割　2精神科医の立
場から　3被虐待の PTSD をもち，さまざまな行動
化を示す女生徒　4校内相談室における精神保健の
取り組み　5女子中学生との学校カウンセリング過
程　6学校との連携により，卒業が可能になった分
裂病の一例　　他

虐待と思春期
●思春期青年期ケース研究・8　  
思春期青年期ケース研究編集委員会 編
本間博彰・岩田泰子 責任編集
A5判 176頁　定価（本体 2,800円＋税） 
2001年 5月刊行　ISBN 978-4-7533-0101-0

目次　1乳幼児期の虐待とその治療　2多動性障害と
虐待―悪循環に危機介入として取り組んだ入院治療
3被虐待児の入院治療―嘘，盗み等の問題行動を繰
り返す女児　4児童相談所でかかわった事例　5母親
の心理療法過程　6性的虐待の臨床　座談会・養護
施設に入所した被虐待児との関わりの中で　　他

暴力と思春期
●思春期青年期ケース研究・9　  
思春期青年期ケース研究編集委員会 編
中村伸一・生島　浩 責任編集
A5判 164頁　定価（本体 2,800円＋税） 
2001年 6月刊行　ISBN 978-4-7533-0102-7

目次　1剣道の強制が原因と語る家庭内暴力の一事
例　2難治な家庭内暴力の入院治療について―チー
ム医療の視点から　3特定不能の人格障害と診断さ
れた粗暴な少女の事例　4放火を起こした女子分裂
病の症例　5いじめによる傷害致死の事例　6いじめ
問題の解決に向けて　　他

初期分裂病 分裂病の顕在発症予防をめざして
●思春期青年期ケース研究・10　  
思春期青年期ケース研究編集委員会 編
中安信夫・村上靖彦 責任編集
A5判 192頁　定価（本体 3,200円＋税） 
2004年 12月刊行　ISBN 978-4-7533-0416-5

目次　Ⅰ：初期分裂病 2004　Ⅱ：多彩な初期分裂病
症状を示した症例／遺伝負因を有したが治療寛解し
た姉妹例／ヒステリー様症状にて急性発症した症例
／緊迫困惑気分に潜む自罰性によって自殺が敢行さ
れた症例／初期から極期への移行を観察しえた症例
／他　Ⅲ：座談会・初期分裂病をめぐって　　他

青年のひきこもり・その後
●包括的アセスメントと支援の方法論

近藤直司 著
A5判並製 224頁　定価（本体 2,800円＋税）
2017年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1129-3

著者は医療や福祉，心理臨床などの領域で治療・援
助実践にあたる専門職の資質向上のために，アセス
メントをテーマにした研修に取り組んできた。本書
では，多職種が共通して活用できる評価システムを
提案し，専門職のスキルアップと，ひきこもりケー
スへの治療・援助実践の向上を図る。

ひきこもり問題を講義する
●専門職の相談支援技術を高めるために

近藤直司 著
四六判並製 208頁　定価（本体 2,000円＋税）
2019年 11月刊行　ISBN978-4-7533-1162-0

精神科医でひきこもり問題の第一人者である著者が，
最新のトピックのポイントと，必要とされる相談支
援技術について全 18講にわたりレクチャー。子ども
から中高年に至る当事者に対して，多くの領域の援
助者が手を携えて緊急に取り組むべきひきこもり問
題。医療・保健・福祉専門職必読の 1冊。

境界性パーソナリティ障害治療ハンドブック
●「有害な治療」に陥らないための技術
ガンダーソン J.G. 著
黒田章史 訳
A5判上製 248頁　定価（本体 3,800円＋税） 
2018年 3月刊行　ISBN 978-4-7533-1131-6

著者の長年にわたる試行錯誤から生まれた，実用的
かつ実際的なケース・マネジメントの実践法を詳説
する。患者自らの内面理解を助け，よりよい生活を
確立するために，認知療法的，行動療法的，そして
精神力動的な介入を程よく活用し，患者にとって「程
よい」治療者になるために必読の一冊。
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治療者と家
族のための境界性パーソ

ナリティ障害治療ガイド

黒田章史 著
A5判並製 232頁　定価（本体 2,300円＋税） 
2014年 3月刊行　ISBN 978-4-7533-1071-5

境界性パーソナリティ障害治療の基本は，患者の心
理社会的機能を高めることを目的とした反復トレー
ニングを，家族の協力のもとに行うことである。本
書では，そのために必要な治療構造や技法を具体的
に詳述し，患者が治るまでの治療経過の道筋を示す。 
BPD を「治す」ための知識と技術を纏め上げた１冊。

関係性における暴力
●その理解と回復への手立て

藤岡淳子 編著
A5判並製 248頁　定価（本体 2,800円＋税） 
2008年 5月刊行　ISBN 978-4-7533-0805-7

「暴力」は日常生活の中に偏在する。家庭，学校，
社会におけるパワーの乱用が，社会の中の個人とし
ての子どもたちの育ちを阻害している。またそれは
大人たちの日々の生活を反映してもいる。本書では，
日常生活，特に対人関係における暴力を見極め，そ
こからの回復を目指す対応策とその実践を示す。 

精神科医の思春期子育て講義
皆川邦直 著　
生田憲正・柴田恵理子・守屋直樹 編
四六判並製 224頁　定価（本体 2,000円＋税）
2018年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1149-1

わが国の思春期精神医学の草分け的存在である著者
が，思春期の子をもつ母親に向けに行った貴重な連
続講義を，当時の息遣いそのままに収録。「どうして
この子はこうなんだろう」という疑問を氷解させる，
エキスパートならではの卓越した分析に加え，夫婦
関係を良くするコツについてもレクチャー。

思春期の意味に向き合う
●成長を支える治療や支援のために

水島広子 著
四六判 200頁　定価（本体 2,000円＋税） 
2012年 4月刊行　ISBN 978-4-7533-1041-8

治療の場だけでなく，さまざま領域で思春期患者と
接する場合でも，その基本姿勢は「思春期という役
割の変化」の意味をふまえたものであってほしい。
思春期の意味を踏まえた適切な介入は目覚ましい効
果をもたらすからだ。親への対応にも配慮し，思春
期を支える際の基本姿勢をわかりやすく示す。

思春期・青年期のこころとからだ
●自分と出会うためのワークブック

鍛冶美幸 著 
B5判並製 152頁　定価（本体 2,800円＋税）  
2012年 3月刊行　ISBN 978-4-7533-1040-1

思春期から青年期の心の在り方を研究した人のなか
には，この時期を「疾風怒濤の時代」と呼ぶものが
あります―身体的・精神的に発達のただなかにあ
る思春期・青年期の心理・社会的テーマについて，
エクササイズや描画などのワークを通して，「心」と
「身体」の両面から学びを進める。

実
践ひきこもり回復支援プログラム
●アウトリーチ型支援と集団精神療法

宮西照夫 著
A5判並製 184頁　定価（本体 2,300円＋税） 
2014年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1086-9

今回の第二作は，初めての民間病院で悪戦苦闘しな
がら，ひきこもり回復支援プログラムを軌道にのせ
る過程で書き上げたものです。ひきこもりからの回
復にはシステマティックな回復支援プログラムが必
要であり，その中核をなすのは集団精神療法と自助
グループであると確信しています。

拒食症治療の手引き
●家族と治療スタッフのために　  
アグマン D. G. ／ゴルジュ A.  著
鈴木智美 訳　松木邦裕 補遺
A5判 160頁　定価（本体 2,800円＋税） 
2003年 8月刊行　ISBN 978-4-7533-0304-5

目次　1拒食症の昨今　拒食症は今世紀の病気？／
他　2拒食症になっていく娘とともに生き，治療す
るようにしむけること　誰しもが心配だらけ。手助
けするにはどうすればいいのですか？／他　3拒食
症者とともに生き，治療に参加する　どんな治療が
あるのか？／他　

近親姦に別れを
●精神分析的集団精神療法の現場から
ガンザレイン R. C. ／ビュークリ B. J.  著
白波瀬丈一郎 訳
A5判 168頁　定価（本体 3,000円＋税）  
2000年 4月刊行　ISBN 978-4-7533-0003-7

PTSD を始めとする心的外傷を受けた人びとの精神
障害に対して精神分析はどんな役割を果たしうるの
か？　ガンザレインとビュークリの仕事は，フロイ
トの最も根源的な課題をフロイト自身および以降の
精神分析の認識と技法に依拠して，「フロイトを超え
た」現代的な形で達成する画期的な試みである。
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改
訂大学生のための精神医学
高橋俊彦・近藤三男 編著
粥川裕平・赤堀薫子 著
A5判 176頁　定価（本体 2,800円＋税） 
2004年 1月刊行　ISBN 978-4-7533-0400-4

現代のストレス社会では，誰もが精神科のドアを叩
く可能性がある。何も悩みをもたない人も，ひそか
に悩みを抱えて苦しむ人も，本書を読めば精神医学
を身近に感じることができる。医学部学生のウォー
ムアップとして，また看護師，臨床心理士，ソーシャ
ルワーカーなどコメディカルスタッフを目指す人に。

実践職場のメンタルヘルス
　　

高野良英 著
A5判 184頁　定価（本体 3,000円＋税） 
 1999年 8月刊行　ISBN 978-4-7533-9903-1

目次　Ⅰ働く患者とその処遇　1企業の精神保健　
企業の健康管理義務／精神保健活動の体制／他　2
精神科であつかう疾病　3職場のメンタルヘルス（短
期健康管理者）　4職場のメンタルヘルス（長期健康
管理者）　Ⅱ企業と個人の精神保健　5ストレスとそ
の対策　6疾病と性格　7自殺について　　他

痴呆老人からみた世界
●老年期痴呆の精神病理

小澤　勲 著
四六判 272頁　定価（本体 3,000円＋税） 
1998年 6月刊行　ISBN 978-4-7533-9807-2

痴呆老人は何を見，何を思い，何を感じているのだ
ろうか。治療・ケアの現場に立って 20年の著者によ
る，実学としての臨床精神病理。痴呆に共通する不
自由を生き，老いをゆく人たち自身の表現を読み解
くことで，彼ら一人ひとりの生き方，心的世界を解
き明かし，老いの心に添った治療・ケアへと導く。

老年精神医学論集

飯田　眞・佐藤　新 編
A5判 208頁　定価（本体 3,500円＋税） 
1997年 4月刊行　ISBN 978-4-7533-9701-3

目次　序章：老年精神医学事始め　1ライフサイク
ルからみた老年期　2老年期セネストパチー　3老年
期痴呆に対する心理学的アプローチ　4痴呆患者の
病前性格と症状発現の状況　5抑うつと痴呆　6老年
期うつ病　7精神分裂病の長期経過と老年期の病像  
8老年期神経症の臨床　　他

新装版 CARS 小児自閉症評定尺度
ショプラー E. ／ライクラー R.J. ／ラナー B.R.  著
佐々木正美 監訳
B5判並製 104頁　定価（本体 2,500円＋税）  
2008年 3月刊行　ISBN 978-4-7533-0804-0

自閉症スペクトラム障害の本格的な診断技法として，
特性の軽重がどの程度のものであるかの評価法とし
て，臨床科学的な検討を積み重ねて，出版された。
確認されたエビデンスに基づいて，サービスを実践
するという姿勢が重く反映されている。―日本の
記述例６例を追加した新装版。巻末に評定シート付。

自閉症のTEACCH 実践
  
佐々木正美 編
A5判 224頁　定価（本体 3,600円＋税）  
2002年 2月刊行　ISBN 978-4-7533-0200-0

自閉症療育で有名な TEACCH プログラムの手法
を日本で活用した実践集。日本各地の診療所・保育
園・グループホーム・学校現場・作業所などさまざ
まなところでの実践が紹介されている。第１章の
TEACCH の９つの基本理念は簡潔に書かれていて
障害児教育に携わる人に大きな示唆を与える。

自閉症のTEACCH 実践②
  
佐々木正美 編
A5判 216頁　定価（本体 3,500円＋税） 
2005年 8月刊行　ISBN 978-4-7533-0507-0

「自閉症の TEACCH 実践」の第２集。前書同様日
本各地のさまざまな実践が紹介されているが，当時
は無かった発達障害者支援センターの取り組みも追
加され，より具体的な個別教育プログラムが理解で
きるようになっている。第 10章「家庭での実践」は
自閉症児の親が親の立場からレポートを報告する。

　■自閉症・発達障害
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自閉症のTEACCH 実践③
　  
佐々木正美 編
A5判 168頁　定価（本体 2,500円＋税）  
2007年 9月刊行　ISBN 978-4-7533-0708-1

TEACCH プログラムの原理は，自閉症の主症状お
よび重症な二次障害の数々を防ぎながら，私たちと
どのようにして共生や協働を可能にしていくかを追
求し実践するものである。―導入以来，さらに多様
な場面での活動について知見を得て，わが国で発展
する TEACCH 実践の集積，待望の第三集。

自閉症スペクトラムの臨床
●大人と子どもへの精神分析的アプローチ
バロウズ K. 編
平井正三・世良　洋 監訳
A5判上製 352頁　定価（本体 6,000円＋税）
2016年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-1108-8

近年，自閉症は自閉症スペクトラムという形で子ど
もの問題から概念が拡大され，成人の心理臨床や精
神科臨床においても大変注目されている。本書の執
筆者たちは，自閉症スペクトラムを持つ子どもや大
人の経験世界に深い関心を寄せ，それを我が事のよ
うに理解しようとしていることを読者に伝える。

発達障害・被虐待児のこころの世界
●精神分析による包括的理解
ラスティン M. ／ロード M. ／ダビンスキー H. ／
ダビンスキー A. 編　木部則雄 監訳
A5判上製 360頁　定価（本体 6,000円＋税）
2017年 6月刊行　ISBN 978-4-7533-1119-4

自閉スペクトラム症の子どもたちに垣間見られる著
しく混乱した心的世界は，思春期に一気に表面化し，
明らかな精神病として発症することもある。本書は，
子どもの臨床に関わる多くの専門家が，こうした心
的世界を真摯に吟味することにより，精神病の世界
に苛まれた子どもたちを救出した語りの結集。

ライブ
講義発達障害の診断と支援
●子どもの力をのばす 68のヒント 
内山登紀夫 著 
A5判並製 208頁　定価（本体 2,500円＋税）  
2013 年 8月刊行　ISBN 978-4-7533-1065-4

本書は発達障害の診療や支援を試みてみようと考え
ている一般精神科医や小児科医，臨床心理士などに
向けて書かれている。発達障害を診断する際に必要
な診断概念，心理学・発達心理学の知識，発達歴の
とり方等を，現場で役立つ形で示す。正確な診断を
行い，患者に合った支援に結びつけるための入門書。

自閉症　
とインクルージョン教育　

の実践
●学校現場の TEACCH プログラム　  
メジボフ G. ／ハウリィ M.  著　
佐々木正美 監訳
A5判並製 216頁　定価（本体 2,800円＋税） 
2006年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-0607-7

目次　1自閉症スペクトラム概説　2教育プログラム
の基礎としての構造化による教育　3ナショナル・
カリキュラム　4物理的構造化　5視覚的スケジュー
ル　6ワークシステム　7視覚情報　8全体のまとめ
付録Ａ：カリキュラムの組織化　付録Ｂ：構造化の
まとめ　付録Ｃ：自立課題の記録紙　　他

発達障害のある子の保育の手だて
●保育園・幼稚園・家庭の実践から

佐藤　曉・小西淳子 著
A5判並製 168頁　定価（本体 1,700円＋税） 
2007年 6月刊行　ISBN 978-4-7533-0704-3

保育者が困っている時，子どもはその何倍も困り果
てている。だとすれば保育者は，子どもが困らない
ように関わり方を変えるしかない。子どもが抱く「困
り感」を軽減し，穏やかな園生活を保障するための
ヒント集。単なるテクニック集にはせず，現場での
保育の機微を大切にした使いやすく実用的な書。

実践
満載発達　

に課題のある
子の 保育　

の手だて
●ビジュアルブック

佐藤　曉 著
A5変判並製 120 頁　定価（本体 1,800円＋税） 
2010年 4月刊行　ISBN 978-4-7533-1003-6

全国の保育者が丹精込めてつくった選りすぐりの保
育に役立つ具体的なヒントが満載。7つの「支援の
基本パターン」や場面ごとの子どもとかかわるコツ，
保護者支援の Q & A など，すぐに役立つ内容になっ
ている。全体を通し，見開きごとにテーマが設定し
てあり，親しみやすいイラストも理解を進める。

どの子もこぼれ落とさない授業づくり４５
●これからの特別支援教育の話をしよう

佐藤　曉 著
A5判並製 168頁　定価（本体 1,600円＋税）  
2012年 1月刊行　ISBN 978-4-7533-1038-8

特別支援教育をどう授業に取り入れていけばよいの
か？　大切なのは小中学校が培ってきた教育基盤を
尊重しつつ，支援の必要な子どもをこぼれ落とさな
い教育を考えていくことだ。そのための具体的な実
践のアイデアを筆者と小学校の研究主任二人が語り
ながら進行する形式で，やさしく紹介している。
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こぼれ落ちる子をつく
らない「聴く保育」

●子どもの力をのばす 68のヒント 
佐藤　曉・小西淳子 著 
A5判並製 184頁　定価（本体 1,700円＋税）  
2013年 2月刊行　ISBN 978-4-7533-1056-2

子どもの声にしっかりと耳を傾けてください―ク
ラスで置いておかれる子どもをつくらないための「聴
く保育」の指導法を，豊富なイラストで解説。保育
実践が全部見開きページで完結するためわかりやす
い。多忙な保育士にも，また幼稚園の現場でもすぐ
に実践可能なヒントが詰まったオススメの 1冊。

わが子に障がいがあると告げられたとき
● 親とその支援者へのメッセージ／シリーズ・
子どもと親のこころを支える

佐藤　曉 著
四六判並製 184頁　定価（本体 1,600円＋税）
2017年 5月刊行　ISBN 978-4-7533-1117-0

30年以上にわたり，発達障がいや脳性まひなど，
様々な障がいをもつ子どもとその親たちとともに歩
んできた著者が，その間学んだ大切なこと―子育
ての悩みや解決の知恵を，60の応援メッセージとし
てまとめた。障がいのある子どもを育てる親，学校
の先生など身近な支援者たちを暖かく支える一冊。

ライブ講義 高山恵子Ⅰ
特性とともに幸せに生きる
高山恵子 著
四六判並製 276頁　定価（本体 1,800円＋税）
2018年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1144-6

「その人の特性を理解し幸せになるために大切なこ
ととは―」。全国各地，発達障がい支援の最前線で，
当事者でもある著者が，親，支援者などに向けた講
演集をライブ感そのままに書籍化！　支援のエッセ
ンス満載で，親と支援者，支援者と支援者の懸け橋
となり，当事者には読むクスリとなる 1冊。

発達障害の薬物療法
● ASD・ADHD ・複雑性 PTSD への少量処方
杉山登志郎 著
A5判並製 140頁　定価（本体 2,400円＋税） 
2015年 7月刊行　ISBN 978-4-7533-1094-4

この本ではまず，発達障害の診断と治療をめぐる整
理を行い，ついで少量処方の実際と，いくつかのパ
ターンに分けられる誤った診断に基づく誤った処方
の具体例と，その治療実践について臨床的な経験を
提示する。この本に記した内容はあくまでもエキス
パート・オピニオンである。

発達障害支援のコツ
　

広瀬宏之 著
四六判並製 224頁　定価（本体 2,000円＋税）
2018年 6月刊行　ISBN 978-4-7533-1135-4

20年にわたり発達障害支援の現場で子どもとその家
族に関わってきた著者が，その体験から学んだ「知
恵・技術・心得」を惜しげもなく披露する。発達障
害に限らず，あらゆる支援・援助の現場で日々苦闘
する人に「今日・明日から役立つ」助言が満載の本。
神田橋條治氏推薦。

発達・子育て相談のコツ
●小児精神・神経科医の 100問・100答

広瀬宏之 著
四六判並製 224頁　定価（本体 2,000円＋税）
2019年 6月刊行　ISBN978-4-7533-1152-1

赤ちゃんから青年期まで，子育て相談でよく聞かれ
る百の質問に，小児精神・神経科医である筆者が，
発達や心理の視点を織り交ぜながら真摯に答える。
八〇〇字の中に多くの考え方が盛り込まれ，一つ一
つの質問に連続性はないため，読者は気の向くとこ
ろから拾い読みすることができる。

発達障害支援の実際
●事例から学ぶダイアローグのコツ

広瀬宏之 著
四六判並製 224頁　定価（本体 2,000円＋税）
2020年 2月刊行　ISBN978-4-7533-1164-4

本書は著者の支援の基本，「医療モデル」でも「療育
モデル」でもない「生活モデル」に基づき，発達の
凸凹をもつ人たちが，凸凹を活用した人生を送れる
ようになることを目指すための手引書である。支援
者と当事者が一緒にその作業をしていく，発達途上
にあるすべての人の役に立つであろう。

自閉症の親として
●アスペルガー症候群と重度自閉症の子育てのレッスン
パーマー A. ／モーレルM.F.  著
梅永雄二 訳
A5判並製 216頁　定価（本体 2,200円＋税）  
2009年 6月刊行　ISBN 978-4-7533-0906-1

自閉症の人と健常と呼ばれる人との間にある壁を崩
していくために，自閉症という障害を否定するので
はなく，自閉症は自閉症のままでいい，自閉症の人，
そしてその家族をとりまく周りの理解と支援を考え
る。―自閉症児の親たちによる，2007年の全米自
閉症協会 ベストブック・オブ・ザ・イヤー 受賞。

New !
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自閉症　
の発達精神病理　

と治療
　  
小林隆児 著
A5判 200頁　定価（本体 3,500円＋税） 
1999年 1月刊行　ISBN 978-4-7533-9900-0

その症状の悲惨さと治療困難ゆえに，短絡的に脳障
害に関連付けられてきた行動障害。乳幼児期から青
年・成人期まで，自閉症の治療に関わった経験から，
行動障害に認められる多彩な精神病理現象を，その
成因に遡って論じる。日々現場で苦闘する臨床家と，
子どもの将来に不安を抱える家族のために。

自閉症とこころの臨床 　  
●行動の「障碍」から行動による「表現」へ 
小林隆児・原田理歩 著
四六判並製 240頁　定価（本体 2,200円＋税）  
2008年 6月刊行　ISBN 978-4-7533-0807-1

こころの臨床は援助する側の私たち自身の人間性を
抜きには考えられないことを痛感させられます。関
係発達支援における「関係」とは，まさに援助の対
象となっている人びとと私たちとの間に生まれるこ
ころ（気持ち）の動きを最も大切にすることなのです。
―ある自閉症者への援助過程の臨場感溢れる記録。 

自閉症のこころをみつめる
●関係発達臨床からみた親子のそだち

小林隆児 著
四六判 224 頁　定価（本体 2,400円＋税） 
2010年 3月刊行　ISBN 978-4-7533-1002-9

四歳時に自閉症と診断された男児とその両親を対象
に行った臨床実践の記録。当事者同士の無意識的な
コミュニケーションの世界に感性を開き，働きかけ
ることで，親子関係の変容と「こころのそだち」が
もたらされる。自閉症という障碍をもつ子どもたち
のそだちを支えていくために，なにをするべきか。

「心の力」の鍛え方
● 精神科医が武道から学んだ人生のコツ
大野　裕 著
四六判並製 192頁　定価（本体 1,800円＋税）
2020年 4月刊行　ISBN978-4-7533-1165-1

坂東眞理子氏絶賛！　強くしなやかな心とは？　人
生を生き抜く力とは？　治療法だけでなくストレス
対処法としても注目されている認知行動療法の第一
人者である著者が，空手から学んだ「心の力」の鍛
え方を全 24講で伝授する。ストレスに負けない強い
心を身につけたい方は必読の 1冊。

精神障害リハビリテーション論
●リカバリーへの道　  
野中　猛 著
A5 判 208 頁　定価（本体 3,500円＋税） 
2006 年 12 月刊行　ISBN 978-4-7533-0614-5

リハビリテーションはもはや専門家が行うものでは
ない。リハビリテーションの主人公は障害を持つ自
分自身であり，専門職はその機会を提供するにすぎ
ない。リハビリテーションは手段にすぎず，目標は
「リカバリー」なのである─。統合失調症のリハ
ビリテーションの全体像を捉えることができる一冊。

心理　
社会的リハビリテーション　のキーワード
●障害の新しい見方　  
イーゼンバーグ M. G.  編
野中　猛・池淵恵美 監訳
A5 判 192 頁　定価（本体 3,000円＋税） 
1997 年 5 月刊行　ISBN 978-4-7533-9705-1

キーワード例　あいまいさ／医学モデル／エンパワ
メント／介護者の負担／学習性無力感／価値的視野
の拡大／活動の制限／環境調節／患者役割行動／危
機理論／機能障害／機能の制限／機能評価／共感に
よるバイアス／ケースマネージメント／構造的体験
交流／行動分析／行動変容／効力予期／他

　■心理読み物

　■精神医療

New !
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精神保健リハビリテーション
●医療・保健・福祉の統合をめざして　  
ヒューム C. ／プレン I.  編著
丸山　晋・松永宏子・横田正雄・丹野きみ子 訳
A5 判 232 頁　定価（本体 3,600円＋税） 
1997 年 9 月刊行　ISBN 978-4-7533-9710-5

目次　1リハビリテーションとは何か？　2課題　
3リハビリテーションと地域ケアの展開　4地域ケ
ア―動機づけとその評価　5アセスメントとエヴァ
リュエーション　6処遇の選択　7ケアパッケージの
計画　8チームワーク　9家族とリハビリテーション
10薬物等の乱用　11老年　12未来への挑戦　　他

精神科リハビリテーション
●イギリスの経験　  
ウィング J. K. ／モリス B.  編
高木隆郎 監訳
A5判 288頁　定価（本体 4,500円＋税）  
1989年 4月刊行　ISBN 978-4-7533-8902-5

目次　1：リハビリテーションの臨床的基盤／心理判
定　2：看護者の役割／作業療法と理学療法／他　
3：リハビリテーションにおける仕事の位置／リハ
ビリテーションにおけるデイ・ユニットの役割／他  
4：管理，計画，相互協力／リハビリテーション・
サービスの具体例　用語解説　　他

改
訂 精神科デイ･ケア
　  
精研デイ・ケア研究会 編
柏木　昭　他 代表
A5判 184頁　定価（本体 3,000円＋税）  
1997年 4月刊行　ISBN 978-4-7533-9703-7

目次　デイ・ケアの発展と課題／国立精神衛生研究
所デイ・ケアの歩み／デイ・ケアの対象を考える／
デイ・ケアの運営／／スタッフ論をめぐって／グルー
プということ／働きかけとかかわりとつきあいと／
精神医療におけるデイ・ケア／スタッフミーティン
グの活用／地域活動へつなげて／他

てんかんと妊娠･出産
　　 
福島　裕・兼子　直 編
A5判 360頁　定価（本体 8,000円＋税）  
1993年 1月刊行　ISBN 978-4-7533-9300-8

目次　1てんかん妊婦の治療　妊娠中および授乳期
のてんかん女性の管理／てんかん妊婦の管理／小児
期より経過観察中の出産適齢期てんかん女性 100例
に対する臨床的研究／他　2てんかん女性から出生
した児の子宮内発育および奇形　3出生児の治療・
管理　4ガイドライン　　他

災害と心の救援
　  
オースティン L. S.  編
石丸　正 訳
A5判 232頁　定価（本体 3,500円＋税） 
1996年 12月刊行　ISBN 978-4-7533-9620-7

目次　1災害とメンタルヘルス　2急性ストレス反応
への対応　3コミュニティとしての対応　4多文化形
態のための対応　5大集団のための対応　6子どもへ
の対応　7メディアへの対応　8被災地の官民の対応
9精神科の可動救急サービス　10学校と地域への実
地介入　11放射能事故の事後調査　　他
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教育学概論
　　 
堀松武一・森山賢一 著
A5判 152頁　定価（本体 2,000円＋税） 
2001年 8月刊行　ISBN 978-4-7533-0103-4

目次　1教育とは何か　社会機能としての教育／他  
2教育の目的　明治以降教育目的の変遷／現代教育
の目的／他　3教育の制度　わが国における義務教
育制度の発達／他　4教育の内容と方法　教育の内
容／他　5教育の経営　学校の経営／学級の経営／
他　6教師論　教師像の変遷／他

社会福祉援助活動
●転換期における専門職のあり方を問う　　 
山崎美貴子・北川清一 編著
A5判 216頁　定価（本体 2,800円＋税） 
1998年 8月刊行　ISBN 978-4-7533-9805-8

目次　社会福祉援助活動の構造と特徴／社会福祉援
助活動を支える価値と文化／社会福祉援助活動を支
える基礎知識社会福祉援助活動を支える諸理論／
ジェネラリスト・アプローチとスペシフィック・ア
プローチ／社会福祉援助活動の方法／社会福祉専門
職の成立過程と課題／社会福祉専門職としての成長

日本　
の社会福祉　

の現状　
と展望

●現場からの提言

三原博光 編著
A5判並製 176頁　定価（本体 2,000円＋税） 
2011年 1月刊行　ISBN 978-4-7533-1016-6

昨今，社会福祉施策と現実問題のギャップがあまり
に大きいと感じざるを得ない。本書では，各社会福
祉領域の現場との結びつきを大切にしながらフィー
ルドワークをされている専門家の方々による論考を
通して，日本の社会福祉が抱える現実問題と展望を
詳らかにする。

子どもの未来を育む自立支援
● 生い立ちに困難を抱える子どもを支えるキャリア・
カウンセリング・プロジェクト

井出智博・片山由季 編著
B5判並製 176頁　定価（本体 2,800円＋税）
2018年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-1145-3

生い立ちが困難な子どもたちの，自身の力や可能性，
レジリエンスに基づいた支援として，キャリア・カ
ウンセリング・プロジェクトを提案。子ども自身が
「おとなになりたい」「将来について考えたい」とい
う精神的なレディネスを形成し，将来に対する肯定
的な展望を育むための取り組みを紹介。

里親家庭の実子を生きる
● 獲得と喪失の意識変容プロセス／ 
岩崎現代福祉選書

山本真知子 著
A5判上製 216頁　定価（本体 5,000円＋税）
2019年 7月刊行　ISBN978-4-7533-1153-8

里親委託が推進される昨今にあり，受け入れで複雑
な感情をもつであろう「実子」の研究はほとんどみ
られなかった。本書は彼らがどのように里親家庭で
成長し，意識を持つのかをインタビュー調査から明
らかにした貴重な研究である。「実子への視点」が欠
けていることに警鐘を鳴らす，関係者必読。

里親家庭で生活するあなたへ
●里子と実子のための Q&A
山本真知子 著
四六判並製 200頁　定価（本体 2,300円＋税）
2020年 6月刊行　ISBN978-4-7533-1169-9

里子やその家の実子など，里親家庭で生活する皆さ
んにしかわからない疑問や悩みがあります。それに
応えるアドバイスを Q&A 形式で紹介したのが本書
です。全 46問について里親さんと支援者の方それぞ
れへのアドバイスを掲載。里親家庭の子どもが抱え
る悩みを知るための貴重な資料です。
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